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① スピーカー

② 電源ボタン

③ ファンクション＋＆スタート /ストップ

④ マスターボリューム － / ＋

⑤ ボイス ＋ ボタン

⑥ リズム ＋ ボタン

⑦ ソング ボタン

⑧ コードモード対象キー

③＋⑨ 操作音 オン / オフ

③＋⑩ 伴奏音量 － / ＋

③＋⑪ トランスポーズ － / ＋ / クリア

③＋⑫ リズムモード：シンクロ / フィル イン

③＋⑬ コードモード： シングル / フィンガー

③＋⑭ プログラムモード： プログラム / 再生

③＋⑮ レコーディング： 録音 / 再生

③＋⑯ テンポ

③＋⑰ メトロノーム

③＋⑱ 設定保存

③＋⑲ ３ステップレッスン

③＋⑳ サスティン オン / オフ

③＋㉑ ビブラート オン / オフ

③＋㉒ スプリットモード オン / オフ

③＋㉓ パーカッションモード オン / オフ

③＋㉔ ボイスモード

③＋㉕ リズムモード

③＋㉖ ソングモード

③＋㉗ ナンバー選択

パネルコントロール

■ フロントパネル

■ リアパネル

㉘ 電源入力端子

㉙ ヘッドフォン端子 ( ステレオミニ )

㉚ マイク入力端子 ( モノラルミニ )

㉛ オーディオ入力端子 (ステレオミニ) 
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リアパネルの機能

■ 電源アダプター
付属の電源アダプターを本体背面パネルの電源入力端子に接続します。故障の原因となる恐れがありますので、
付属の専用電源アダプター以外は使用しないでください。

■ ヘッドフォンの接続( PHONES/OUTPUT )
リアパネルにある「PHONES/OUTPUT」にヘッドフォンを接続すると、スピーカーからの出力はミュートされ
ます。ヘッドフォンを使用する際は音量を大きくしすぎないように注意してください。

■ 付属のマイクロフォンの接続 ( MIC )
リアパネルにある「MIC」に付属のマイクロフォンを接続して、鍵盤演奏と一緒に歌うことができます。
※マイクのボリューム調整はできません。

■ オーディオ入力端子へ外部オーディオ機器の接続 ( AUDIO INPUT )
主にMP3、CDプレーヤーなどの音楽再生機器を接続します。再生された楽曲は、本機のスピーカーから出力さ
れます。楽曲の音量調整はオーディオ機器側でおこないます。
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■ 電源を入れる

操作方法

電源ボタン[   ]を押して電源を入れます。電源を入れると「 000 」のピアノサウンドが選択された状態になります。
もう一度電源ボタンを押すと電源が切れます。
※電源を切ると全ての設定や録音メモリがクリアされ、初期状態に戻ります。

■ マスターボリュームの調整

[マスターボリューム－/＋]ボタンで音量を調整します。マスターボリュームでは演奏音量だけでなく、
出力される全ての音量をコントロールします。

■ ファンクション＋・スタート/ストップ ボタン について

[ファンクション＋・スタート/ストップ ] ボタンは、２つの役割があります。

短く押す →「スタート/ストップ」：リズム再生や、ソングなどの停止をおこないます。
押し続ける →「ファンクション＋」：ボタンを押しながらキーを押すことで、キー操作が可能になります。

■ 伴奏音量の調整 ( D1・D#1 ）

[ ファンクション＋]ボタンを押しながら、[伴奏音量 －/＋ ] キーを押すことで、伴奏のみの音量調整が可能です。

■ 操作音の オン /オフ ( C#1 )
初期の状態では操作音 (操作時のクリック音 )がオンになっています。[ ファンクション＋]ボタンを押しながら、
[操作音 ] の鍵盤を１回押すと操作音がオフとなります。もう一度同様の操作をすると操作音が再びオンになります。

+

【ファンクション＋ キー操作方法】
[ ファンクション ＋] キーを長押しします。約 1秒間押し続けると「ピッ」とクリック音が鳴りますので、
そのままボタンは押した状態で、操作したい対象のキーを押します。

C1D1E1F1G1A1B1C2D2E2F2G2A2B2C3D3E3F3G3A3B3C4D4E4F4G4A4B4C5D5E5F5G5A5B5C6
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■ トランスポーズ機能 / － ・クリア ・ ＋ ( E1 ～ F#1 )

トランスポーズ機能を使うことで、キーを簡単に上下シフトすることができます。[ ファンクション＋]ボタンを
押しながら [トランスポーズ －/クリア/＋] の鍵盤を押してトランスポーズを設定します。半音単位で "-6" から "+6"
の間でトランスポーズが可能です。[クリア]キーを押すとデフォルト値(±0)に戻ります。

■ リズムモード / シンクロスタート・フィルイン ( G1・G#1 )

[ファンクション＋]ボタンを押しながら、リズムモードの[シンクロ]キーを押すと、シンクロスタート待機状態にな
ります。この状態で、コードモード対象キー(C1～F#2)のいずれかを押すと、選択されているリズムが再生されま
す。また、リズム再生中に[ファンクション＋]ボタンを押しながら、リズムモードの[フィルイン]キーを押すと、
拍子区切りでフィルインが再生されます。

■ コードモード / シングルコード・フィンガーコード ( A1・A#1 )

リズム再生中にコードモードを選択し、自動伴奏を追加することができます。好みのリズムを選択し、[スタート/
ストップ]ボタンで再生します。[ファンクション＋]ボタンを押しながら、コードモードの[シングル]キーを
押します。コードモード対象キー(C1～F#2)のいずれかを押すと、自動伴奏がスタートします。シングルコードの
詳細は、以下の「フィンガーチャート」を参照してください。選択しているモードボタンをもう一度押すと、モー
ドが解除されます。

フィンガーコードは対象となるコードのキー全てを押すことで自動伴奏がスタートします。

Cキーのコードチャート：
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■ プログラムモード / プログラム・再生 ( B1・C2 )

プログラムモードでは、最大32ノートのリズムを記録し、再生しながら演奏することができます。
[ファンクション＋]ボタンを押しながら [プログラム]キーを押すと、プログラムスタンバイ状態になります。自動的
にサウンドがリズムトラックになりますので、プログラムを開始してください。32ノートに達すると自動的に元のサ
ウンドに戻ります。[ファンクション＋]ボタンを押しながら、[再生]キーを押してプログラムを再生します。再生
中はプログラムされた32ノートをループ再生し続けます。[スタート/ストップ]ボタンを押すか、他のモードを選択す
るとループ再生が停止し、プログラムデータが消去されます。

※ノートは1音ずつプログラムされます。
※プログラムの再生中にテンポの変更が可能です。(操作方法は [テンポ設定] の項目を参照してください)

■ レコーディングモード / 録音・再生 ( C#2・D2 )

[ ファンクション＋]ボタンを押しながら [録音 ]キーを押すと、録音スタンバイ状態になりますので、そのまま演奏を
開始してください。ピアノの音色で最大176ノートの録音が可能です。録音が終了したら[ ファンクション＋]ボタン
を押しながら [再生 ]キーを押し、録音された演奏をスタートします。[スタート/ストップ]ボタンを押すか、他の
モードを選択すると、演奏が停止し録音データが消去されます。

■ テンポ設定 / 0～9・－・＋・クリア ( D#2 ～ D#3 )

ソングやリズム、メトロノームのテンポを設定できます。初期値は120で、30～240の間で設定可能です。
再生中のテンポを変更するには、[ファンクション＋]ボタンを押しながら、設定したいテンポを選択します。
直接指定のテンポに変更する場合は、３ケタの数字を入力します。例えば、テンポ80に設定する場合は「080」の
順番で入力してください。「－」と「＋」は1テンポずつ増減します。クリアキーを押すと、テンポ「120」になり
ますが、ソングの場合は再生時と同じテンポにリセットされます。

■ メトロノーム設定 / 1/4 ・2/4・3/4・4/4・オフ ( E3 ～ G#3 )

[ファンクション＋]ボタンを押しながら、メトロノーム設定の拍子を選択すると、メトロノームがスタートします。
初期値のテンポは「120」です。拍子は4種類あり、1/4、2/4、3/4、4/4から選択可能です。[ファンクション＋]
ボタンを押しながら、[オフ]キーを押すと、メトロノームが停止します。

■ 設定保存 / 保存・１・２・３ ( A3 ～ C4 )

設定保存は変更したサウンド、リズムなどのパラメーターを一時的に保存し、瞬時に呼び出しすることができます。
なお、電源をオフにした場合、保存したパラメーターは全て初期状態に戻ります。

保存方法：
[ファンクション＋]ボタンを押しながらさらに[保存]キーを押さえたまま、設定を保存したいキーナンバー(１～３)
を押します。同様の方法で上書きも可能です。

呼び出し方法：
[ファンクション＋]ボタンを押しながら呼び出したいキーナンバー(１～３)を押します。

■ 3ステップレッスン / シングル・フォロー・アンサンブル ( C#4 ～ D#4 )

3ステップレッスンは、内蔵されているソング演奏を3段階のステップ方式でアシストする機能です。自分に合った
練習方法で楽しく、着実に上達できます。

初めに、レッスンしたいソングを選択(再生)し、[スタート/ストップ]ボタンで停止します。
[ファンクション＋]ボタンを押しながら練習したいモードのキーを押すと、選択したソングのレッスンがスタート
します。

シングル：鍵盤を弾くタイミングの練習、リズム感の習得にマッチしたモードです。どの鍵盤を弾いてもメロディー
　　　　　が進行します。
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フォロー：正しいキーを弾かないとメロディーが進行しないモードです。メロディーラインをしっかり習得したい場合
　　　　　に適した練習方法です。

アンサンブル： 自動伴奏に合わせてメロディーラインを演奏するモードです。伴奏は止まらず再生し続けるので、
　　　　　　　 他のモードで練習した後、アンサンブルモードで演奏を楽しみましょう。

※ソングは1曲再生し終わると、自動的に次のソングがスタートします。リピート再生はできません。
※本機に内蔵されているソングにはアレンジが加えられておりますので、原曲と相違する場合があります。

■ サスティン設定 / オン・オフ ( E4 ～ F4 )

サスティンをオンにすることで、サスティンペダルのような緩やかな減衰エフェクト効果を加えることができます。
[ファンクション＋]キーを押しながら、サスティンの[オン]または[オフ]キーで効果のオンオフをおこないます。

■ ビブラート設定 / オン・オフ ( F#4 ～ G4 )

ビブラートをオンにすることで、ビブラート(音の揺れ)の効果を加えることができます。
[ファンクション＋]キーを押しながら、ビブラートの[オン]または[オフ]キーで効果のオンオフをおこないます。

■ スプリットモードの オン/オフ ( G#4 )

スプリットモードでは、鍵盤を一定の位置で区切り、左右の手で別々のサウンドを奏でることが可能になります。
[ファンクション＋]キーを押しながら、[スプリット]キーを押すとスプリットモードがオンになります。
モード中にもう一度同じ動作を行うことで、機能がオフになります。
※スプリットモード中は、区切り位置から音程が変化します。

■ パーカッションモードの オン/オフ ( A4 )

瞬時にパーカッションのサウンドを選択したい場合は、パーカッションモードを選択する方法が便利です。
[ファンクション＋]キーを押しながら、[パーカッション]キーを押すとパーカッションサウンドが選択されます。
モード中にもう一度同じ動作を行うことで、モード前のサウンドに戻ります。

■ ボイス・リズム・ソングモードのナンバー選択 ( A#4 ～ C6 )

本機にはボイス300種類、リズム300種類、ソング21種類が内蔵されています。
各モードで特定のナンバーを指定する際は、以下の順番で動作をおこなってください。

ボイス選択：[ファンクション＋]キーを押しながら、[ボイス]キーを1回押した後、変更したいナンバーを入力
　　　　　　　するか、[ － / ＋ ]キーで変更が可能です。ナンバーを選択する場合は、３ケタの数字を入力します。
　　　　　　　例えば、「 53 」を選択したい場合は「053」と入力してください。

リズム選択： [ファンクション＋]キーを押しながら、[リズム]キーを1回押した後、変更したいナンバーを入力するか、
　　　　　　 [ － / ＋ ]キーで変更が可能です。ナンバーを選択する場合は、３ケタの数字を入力します。
　　　　　　 例えば、「 53 」を選択したい場合は「053」と入力してください。

ソング選択： [ファンクション＋]キーを押しながら、[ソング]キーを1回押した後、変更したいナンバーを入力するか、
　　　　　　 [ － / ＋ ]キーで変更が可能です。ナンバーを選択する際、３ケタの数字を入力する必要がありますので、
　　　　　　 一番最初は「0」を押してください。例えば、「 10 」を選択したい場合は「010」と入力してください。

※ボイス・リズム・ソングはそれぞれパネルボタンでの操作も可能です。繰り返し押すことでプラスされます。
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ボイス リスト
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リズム リスト
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リズム リスト
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製品仕様
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1 モーツァルト ピアノソナタ

2 トルコ行進曲

3 熊蜂の飛行

4 子犬のワルツ

5 赤い河の谷間

6 メリーさんの羊

7 きらきら星

8 線路は続くよどこまでも

9 おんまはみんな

10 ロンドン橋

11 アメリカン パトロール

12 ラ・クカラーチャ

13 黄色いリボン

14 ケンタッキーの我が家

15 ダニーボーイ

16 ラデツキー行進曲

17 峠の我が家

18 ディン・ドン・メリリー・オン・ハイ

19 スキップ・トゥ・マイ・ルー

20 ジョン・ジェイコブ・ジングルハイマー・シュミット

21 もみの木

ソングリスト

鍵盤数 ： 61鍵盤
ボイス ： 300
リズム ： 300
ソング ： 21
ポリフォニー ： 8
テンポ ： 30～240
エフェクト ： サスティン/ビブラート
機能 ： スプリット/３ステップレッスン/レコーディング(最大176音)
リアパネル ： ヘッドフォン入力端子（ミニステレオ）/専用マイク入力端子/

オーディオ入力端子（ミニステレオ）/電源ジャック

サイズ ：  908 x 205 x 70 (mm)
重量 ： 約1,9kg
付属品 ： 専用マイク/専用アダプター/譜面立て/取扱説明書

※予告なく製品の仕様が変更になる場合があります



12




